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1.緒 論

近 代 細 菌學 ノ長 足 ノ進 歩 二依 リ細 菌 ガ流 血 中 二

侵 入 ス ル機 轄、 菌 血症 ノ意 義 等 ハ大 イニ悶 明 セ

ラル ・二至 ツ タ殊 二 「チ フス」、 「パ ラ チ フ スJ等

ノ初期 二現 ハ ル ・菌 血 症 及 ビ敗 血 症 ノ檬 ナ急 性

傳 染 二於 テハ其 ノ培 養 ガ簡 盟 ニ シテ確 實 ナ爲 二

日常診 断 二用 ヒ ラル ・様 ニ ナ リ其 ノ病 理 デ明 カ

ニ シタ事 ハ實 二多 大 デ アル。

然 ラバ慢 性 傳 染 性疾 患 デ ア ル 結 核 二於 テハ如

何 、 コ ノ問 題 ハ新 シ イ様 デ實 際 ハ非常 二古 イモ

ノデ アル。 即 チKochノ 結 核 菌畿 見 二 先 ダ ツ

1868年 、 佛 ノVillemin{1)ガ 結 核 患 者 ノ屍 血 ヲ

家 兎 二 移植 シテ人 結 核 ト同様 ノ病 攣 ラ起 シ テ結

核 患 者 ノ血 液 中 ニ ハ結核 病 毒 ガ存 在 スル事 テ明

カニ シ 久 叉Weigert〈Utハ 組 織 學 的 所 見 ヨ リ

Weichselbaum(3}ハ 細 菌學 的所 見 ヨ リ結 核 病 毒

ハ血 行 ニ ヨツ テ傳 播 スル 事 ヲ謹 明 シ久 其 ノ後

動 物 實験 ニ ヨ リ或 ハ塗抹 染 色標 本 ニ ヨ リ結 核 菌

血 症 二關 ス ル業 績 ハ机 上 山 テ ナ ス有 様 デ ア ツ タ

ガ前 者 ハ費 用 ト長 年 月 テ要 ス ル黙 二於 テ後 者 ハ

誤 謬 テ招 ク黙 二於 テ=共二大 ナ ル期 待 バ カケ ラ レ

ナ カ ッ タ。 最近 結核 分離 培 養 法 ノ進 歩、 培 養 基

ノ改 善 ト共 二之 二代 ツ タ ノ ハ培 養 法 デ アル。 之

ハ前 二者 ノ鋏 黙 テ完 全 二補 ツ テ鹸 リ アル モメ デ

ア ル。 流 血 中 ノ結 核 菌培 養 法 ハ種 々 アル ガ直接

固形 培 養基 二培 養 スル方 法 デハL6wensteinて'},

Busson(51,Harmjanzu.Kortmann(6),Trie-

demann{7),0.Kirchner{s},Cohnlgl,Monaldi⑯

等 ノ諸 方法 ガ ア リ、 又 一旦 液 禮 培 地 デ増 殖 シテ

後 固 形培 養基 二植 エ ル 方法 、 郎 チ檜 殖 法 二依 ツ

タモ ノニ ハPopPer(ii>及 ビNinnietBreteyに2)

等 ガ ァル。Popper,Loekmannハ 無 蛋 白培 地

ラNinnietBreteyハSauton無 蛋 白培 地 テ

慮 用 シテ ヰル。 是 等 ノ諸 方 法 中断 然他 テ歴 シテ

花 々 シイ成 績 テ墾 ゲ テ ヰ ル ノハL6wensteinト

ソ ノ門 下 トデ アル.即 チ是 等 二依 レバ結核 性 ト

考 ヘ ラ レタ疾 患 ニ ハ高 率 二陽 性 デ アル ノ ミナ ラ

ズ從 來 誰 モ結 核 性疾 患 ト考 ヘ ナ ィ所 ノ舞 踏 病 、

早登 姓 痴 呆,多 磯 性 硬 化 症 、眼球 後 方覗 神 経 炎、

氣 管 枝 喘 息 、癒 腫 、膿 萢 疹 、 尋 常 性 痙 瘡 、 凄 疹

腱 鞘 炎等 ヨ リ陽 性 ラ示 シテ ヰル。 是 等 ノ報 告 ハ

各 國 ノ學 者 ノ耳 目 テ讐 動 シ盛 二追 試 サ レタル ガ

是 等 ノ如 キ 優 秀 ナ成 績 テ得 ル事 ガ出來 ナ カ ツ

タ。 即 チ全 然 陰 性 テ示 シタ モ ノガ多撒 デ アル ガ

陽性 ノ成績 ヲ得 タル モ ノデモ全 ク桁 違 ヒ ノ相 違

デ飯 淵 α3)二依 レバL6wenstein等 ノ成 績 ラ除 イ

タ他 ノ追 試 者 ノ成績 ラ卒 均 シテ見 ル ト結 核 姓疾

患全 部 ノ凡 ソ7%二 過 ギナ ィ5云 フ。 カ ・ル相

違 ハ何 』麸 ヨ リ來 ル カ、コ レ恐 ラ クハL6wenstein

氏 等 ガ其 ノ陽性 決 定 二於 テ聚 落 ガ ナ ク トモ ソ ノ

培 地 表 面 ノ塗抹 染 色標 本 ラ作 リ抗 酸 性 菌 デ ア レ
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バ 直 チ ニ結核 菌 デ アル ト速 断 シタ爲 デ ア ラ ウ
。

之 二隅 シ テ ハ 既 二Tiedemann{7},Levin(151,

Rabinowitch⑯ 其 他 枚 墾=逞 ガ ナ ィ程 多数 ノ抗

議 ガ績 出 シテ ヰ ル、從 ツテ大 部 分 ノ人 ニハ信 ジ

ラ レナ ィ 檬 デ アル。 余 等 モ1929年 以 來結 核 菌

菌 血 症 ノ研 究 二從 事 シ飯 淵13)ハ 「フブ リ ン」法

ラ考 案 シ翌 年 更 二⑬ 之 テ改 良 シテ何 レモ優 秀 ナ

成績 テ得 テ ヰル。 小川(勒 ・又檜 殖 法 テ考 案 シ更

二優 秀 ナ ル成 績 ラ得 タ。 余 等 ハ 今暫 ク結 核 二於

ケ ル菌 血 症 ノ問題 二就 キ諸 先人 ノ文 獣 上 二表 ハ

サ レタ意 見 二耳 テ傾 ケ ヤ ウ。

L6wenstein等 ハ結 核 ハ慢 牲 ノ菌 血 症 デ アル ト

圭張 シテ ヰ ルガBrockKurt(t9),Tiedemann(7),

Ermenegildo(2。),0.Kren(21・',Busson(22),及 ビ其

他 ノ追試 者 二依 ツテ何 レモ氏 ノ設 ガ正 當 デナ ク

病氣 ガ相 當 進 行 シタ モ ノ デモ結 核 菌 ハ極 少量 二

於 テ襲 作 的 二血 中 二移行 スル モ ノ デ アル ト云 フ

而 シテGaetaAntonioPio(23)ノ ・流 血 中 ノ結 核

菌 ハ葬 常 二迅 速 二循 環 系 ヨ リ逃 レテ組 織 二附 著

シ結 核 性 ノ病 墜 テ引 キ 起 ス ト考 ヘ テ ヰ ル。 又

Sz並le餉 ハ動 物實 験 上 カ ラ血 中 ノ結 核 菌 バー 部

分 ハ亘大 喰 細胞 ニー部 ハ網 歌 織 内皮 細 胞 系統 二

喰 バ レル爲 二非常 二稀 ニ ノ ミ登 見 サ ル ・ ト云 フ

叉菌 血症 ト個 艦 ノ抵 抗 力 トノ關 係 テ考 ヘ タ モ ノ

二Deist(2s},Busson(2z)等 ガ ァル ガ氏等 ハ結 核 菌

ノ襲 撃 ト個 禮 ノ防禦 力 トガ李衡 歌 態 デ ア レバ決

シテ菌 血症 ハ起 ル モ ノデハ ナ ィ、 若 シ軍 衡 状 態

ガ破 レル ト結 核 菌 ハ 思 フ存 分墳 殖 シ個 禮 ノ抵抗

力 ガ消 夫 シ菌 血症 ガ起 リ粟 粒 結 核 ヲ引 キ起 ス ト

云 フ、Deistハ 特 二此 ノ場 合 侵 入 シ タ菌 量 ト防

禦 力 ガ非 常 二關係 スル モ ノ デ菌 血 症 ハ無 症 撒 轟

或 ハ明瞭 ニー般 的 症 状 テ引 キ起 スモ ノ デ アル ト

云 フ。 又 外 的 ノ種 々 ノ刺 戟 ガ 菌血 症 ラ引 キ起 シ

得 ル ト信 ズル モ ノニEiselsberg(鋤,Lichtenst-

ern(2n等 ガ ア ツ テ 前 者 ハ肺 臓 充 填 ノ後 二、後

者 ハ 腎臓 摘 出 ノ後 二 菌 血症 ヲ謹 明 シ タ。 併 シ

PoPPer,Bodart,Schindler(as)ハ 敗 血 症 ヲ合併

シテヰ ル如 キ結 核 患 者 二於 テ モ結 核 菌 菌 血症 テ

引 キ起 スモ ノ デハ ナ イ ト云 フ。

以 上是 等 ノ意 見 ラ聞 ク ト軍 ニー・面 ノ ミテ観 察 シ

テ果 シ テ如 何 ナ ル時 期 二、 而 シテ如何 ナル型 二

於 テ菌 血 症 ガ起 ル カ ト云 フ系統 立 ツ タ研 究 ノナ

イ ノハ甚 グ遺 憾 トスル所 デ アル。 依 テ余 等 ハ先

ヅ第 一 二血 中 ヨ リ得 タ菌 株 二就 イテ論 ジ次 二菌

血 症 ハ果 シテ如何 ナ ル時期 二又 如何 ナル型 、二現

バ レル モ ノデ アル カ、 「ア レル ギ ー」ト如何 ナル

關 係 ガ アル カ テ明 カ ニ シ ヨウ ト思 フ。

劉 培養方法

余 等 ノ行 ツ タ培 養 ノ方 法 ハ次 ノ様 デ アル。

(1)飯 淵 「フィブ リ ン」蔑 法(1931)

口f3cm、 長 サ10cm、 容 量 凡 ソ60ccmノ 沈

澱 管 二度 盛 テ附 シ之 二20ccmノ 滅 菌 蒸 溜 水 ラ

容 レ綿 栓 シテ更 二滅 菌 シテ貯 ヘ ル。 之出 患 者 ノ

静脈 血 テ滅 菌 的 ニ トリ5ecm宛 混 ジテ綿 栓 シ其

ノ儘 静 カ ニ振 盗 シテ完 全 二溶 血 セ シメ後 氷 室 二

入 レー 夜放 置 スル時 ハ繊 維 素 ハ網 撒 二析 出 セ ラ

レル 之 テ 其 ノ儘1分 間3000同 廻 轄 ノ遠 心 器 ニ

テ30分 遠 心 シ、 ソ ノ上澄 テ 棄 テ 沈 渣 テ培 養 基

二擦 リ込 ム様 ニ シテ植 エ ル、 一患 者 二就 キ10㏄

宛 探 血 シ5ccm宛2管 二分 チテ慮 理 スル。

づ ノ方法 二依 ル沈 漬 ハ 孚寒 天檬 ラ ナ シ菌 ノ蒐 集

ハ完 全 デ アル ガ培 養 基 二塗 擦 スル ニ梢 篭困 難 デ

アル故飯 淵 ハ更 二次 ノ如 ク改 良 シタ。

(2)飯 淵 新 法(1933)

前 同様 ノ沈 澱 管 二 「サ ボ ニ ン」テ0.1%二 盟 化

「カル シウム」ラ0.25%二 溶 カ シタ 滅1菌溶液 チ

20ccm宛 入 レ綿 栓 シ更 二滅 菌 清毒 シテ貯 《・ル、

之 二患 者 ノ静 脈 血 テ滅 菌 的 二探 リ2.5ccm宛 混

ジ綿栓 シ其 ノ儘 静 カ ニ振 濫 シ充 分 溶 血 セ シメ タ

後 室 温 ニー蓋 夜放 置 スル 時 ハ織 維 素 ハ網 駄 二析

出 サ レル、 之 テ ソ ノ儘 湛 心沈 澱 シソ ノ上澄 テ棄

テ沈 漉 ラ培 養 基 二擦 リ込 ム、 通 常 一 患 者 二就 キ

5ccmテ 探 血 シ2・5ccm宛2管 二分 チ 定規 ノ方

法 ニ ヨ リテ慮 理 スル。
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コ ノ方 法 二依 レバ血 液 ハ前 方 法 ノ1/2ニ テ濟 ミ

且 ツ ソ ノ沈 渣 ハ培 養 基 二塗 擦 ス ル ニ 容 易 デ ア

ル・ ソ レ ノ ミナ ラズ菌 テ完 全 二 蒐集 スル事 ガ出

來 ル.

血液 中 ノ結核 菌 ラ 丁度 「チ フ ス」二於 ケル膿 汁培

地 ノ様 二其 儘 檜 殖 サ セ テ後 固形 培 地 二移 植 ス ル

事 ガ出來 タ ラ理 想 的 デ アル。 此 ノ場 合深 部 デ檜

殖 スル モ ノ デ ナ ケ レバ不 利 盒 デ アル。 小 川 ハ種

種 ノ實験 ノ後 次 ノ如 キ 理 想 二 近 イ 方 法 テ 考 案

シタ。

(3)小 川 増 殖 法

豫 メ外 殻 ラ滅 菌 シ テ置 イ タ鶏 卵 ノ卵 黄1個 二封

シテ蒸溜 水400ccmラ 加 へ瓦 斯 ノ上 デ擢 搾 シツ

ツ約10分 程 煮 沸 ス ル(此 ノ場 合 瓦 斯 ハ籐 リ強 ク

シナ イ)ト 卵 黄 蛋 白 ハ 凝 固 スル、 之 ヲ濾過 ス レ

バ牛透 明或 ハ殆 ン ド透 明 ノ濾 液 ラ得 ル事 ガ出來

ル。 此 ノ卵 黄 浸 出液 中 ニ テ ハ結 核 菌 ハ深 部 二於

テ獲 育 ス ル、 此 ノ卵 黄 浸 出液 二rサ ボ ニ ンjテ

0・05%二 「グ リセ リ ンJテ2.5%ノ 割 合 二 加 ヘ

ル、此 ノ揚 合 「サ ボ ニ ンJ溶 血 ラ起 サ セル ニ充 分

デ且 ツ結 核 菌 テ害 ス ル事 ハ ナ ク「グ リセ リン」ラ

加 ヘ ル トー層 結 核 菌 ノ褒 育 テ檜 進 スル モ ノデ ア

ル事 ヲ見 タ、 此 ノ液 髄 培 地 テ前 同檬 ノ 遠 心管 二

18ccm入 レ綿 栓 シ 更 二滅菌 清 毒 シテ貯 へ 之 ト

患 者 ノ静賑 血 ラ滅 菌 的 二探 リ2.5ccm宛 混 ジ静

カ ニ 振 盈 シ 充分 溶 血 サ セ タ後 「パ ラ フィン」ニ テ

閉 ヂ卿 卵=3乃 至4週 間放 置 シ後 遠 心 沈 渣 テ塗

リ込 ム ノデ アル。

此 ノ方法 二依 ル ト血 申 ノ非 常 二微 量 ノ菌 ト難 モ

謹 明 出來 ル、 且 ッ聚 落 ガ1ツ2ツ ト云 フ檬 ナ事

ハ ナ ク全 ク培 地 一 面 二登 育 ス ル ノガ常 デ アル。

是 等 ノ3方 法 二於 テ ハ沈 渣 ガ多 イ爲 二培 地 二塗

擦 ス ル ニ稻 ㌃困難 デ アル ガ此 ノ訣 黙 デ補 フ爲 二

飯 淵 ハ白金 線 ラ1.5mmノ 太 サ ニ シ タ、 叉 小川

ハ1・Ommノ 太 サ ノ白金 線 ラ渦 春 状 ニ シテ沈 渣

ノ塵 置 テ便 ナ ラ シメ タ、 叉 使 用 シタ培 養 基 ハ飯

淵 薔 法=テ ハHohn培 地 デ ア ツタ ガ後 教 室 ノ

鈴 木(29)ノ銀 杏 鶏 卵 培 地 ガ 結 核 菌 ノ分 離 培 養 二優
の

秀 デ アル ノ テ認 メ飯 淵 新 法 及 ビ小 川 檜 殖 法 二於

テ ハ之 テ用 ヒ、 又 培 養 基 ノ作 製 二使 用 スル試験

管 ハ ロ径2・5cm、 長 サ20cmノ モ ノデ アル、

之 ハ培 養 基 ノ面 積 テ廣 ク シ沈 渣 テ遠 心 管 ヨ リ全

部 ソ ノ儘 移 植 ス ル爲 デ アル。 通 常 一 沈 澱 管 ヨ リ

2本 ノ培 地 二移植 シテヰ ル。 前 述 ノ白金 線 及 ビ

培 養 基 テ用 ヒ レバ沈 渣 ノ塵 理 ハ非 常 二都 合 ガ ヨ

イ。

3,培 養成績

培 養 シタ 試 験管 ハ 之 ラ37℃ ノ卿 卵器 二2ケ 月

間放 置 シテ時 々観 察 シタ。 而 シテ余 等 ノ陽姓 ト

決定 シ タモ ノハ 皆 肉 眼 的 二聚 落 ノ登 見 ガ出 來、

且 ソノ塗 抹染 色標 本 ニ ヨ リ抗 酸 性、抗 「アル コ ホ

ルJ性 菌 デ ア ル 事 ガ 讃 明 サ レタ モ ノ ・申 海猿 二

封 スル毒 力 試験 ニ ヨ リ毒 力 ノア ツ タ モ ノ ノ ミデ

アル。 飯 淵 ノ2方 法 ニ ヨ レバ多 クハ3乃 至4週

間 ニテ聚 落 ノ褒 兇 ガ出來 、 小 川 増 殖 法 二於 テハ

4乃 至6週 間 位9テ 聚 落 ガ磯 見 サ レル、 ソ ノ成

績 ハ 飯 淵 薔 法 二 於 テ ハ443例 中31例 即 チ6・9

9%、 飯 淵 新 法㈹ ニ テハ259例 中20例 郎 チ7・7

2%、 小 川 檜 殖 法 ニ テ ハ流血 中 ヨ リハ130例 中1

1例 帥 チ8.4%、 屍 彊 血 液 カ ラハ17例 中13例

76.5%デ アル。 之 テ全 麗 合 シテ 見 ル ト流 血中

ヨ リ832例 中62例 即 チ7.56%デ アル、 コ ノ外

二屍 血17例 中13例 陽 性 デ アル
。 之 テ結 核 ノ型

二分 ケ テ見 ル ト次 ノ如 ク デ アル。

第1表 血液 中 ヨ リノ結核菌培養成績

〈1)流 血 中 ヨ リ

診 噺1贈 陽 性順 隣

薩舗雛宅謬 ハ氣管及氣管枝淋巴腺腫
脹

i鵜 ナ血行肺

一部分 が星状 ヲ呈 スル

モノ

美麗 ナ ラザル血行撒布

2

}
4

31

{
10

6

40

3616鑑 リ轡

22

「
25

5{腎 臓結核1 22

3{欝 器血lk2
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炎

炎

膜

膜

肋.

腹

性漁

肋

早 期 渡 潤
輕症及中等度重症肺結核
重 症 肺 結 核楠
結 核 性 鷹 膜 炎
腎 生 殖 器 結 核{
關 節 結 核
頸 及腋窩淋巴腺結核

総 計

132

50

苅
覇
蕊
つ
読
℃

』
832

0

　ル
布

ナ
撒

麗
行

美
血畷

0

0

15

2

5

1

1

62

_-

0
　

(2)屍 盟血液 ヨリ{

16.0
}…

重 症 肺 結 核 8
腸結核2

6{騒 炎 ・
副睾丸炎1

一

0
一

〇

26 8 結 核 性 膿 膜 炎 4 2

100 0 肋 腹 膜 炎 3 3
25 0

血 行 撤 布 型 肺 結核 2 2
11 0

10 0 縫 計 17 13

　

76.5

7 56

4余 等 ノ得 タル菌株 ノ海猿 昌封 スル毒 力試験

L6wensteinノ 方 法 二依 ル血液 培 養 二於 テ ハ非

病 原 性 ノ抗 酸 性菌 ノ褒 見 サ レル事 ハ屋 ㌃報 告 サ

シ テ ヰ ル。 即 チA.Sacus'3{),PopPer,Bodart

u.Schindler(23),R.Pearce(32)等 ノ無 毒性 ノ結

核 菌 テ血 中 ヨ 肱澄 明 シテ ヰ ル。又Tiedemann(33),

L6wenstein,Fanjue,Gerzner(39,PoPPer㈹ 等

ハ聚 落 ノ黄 色 ナ抗 酸 性菌 ヲ謹 明 シ テヰ ル。 而 シ

テ海 狸 、 家 兎、 鶏 、猿 、 牛 等 二移 植 シテモ皆 毒

力 ノナ イモ ノ許 リ デ ア ツ タ、Rabinowitsch/t¢

ハ叉4例 ノ弱 毒 性 ノ菌 テ血 中 ヨ リ 謹 明 シ テ ヰ

ル、 然 ラバ 眞 ノ結 核 菌 ト非 病原 性 ノ抗 酸 性菌

トハ如 何 ニ シ テ 樋 別 ス ル カ、 之 二就 テハ 莇 二

Webe〆3の,Eichbaum(3η,Popper,Bodart㈹,

Sehindler,L6wenstein'39)其 他 ノ學 者 ・:b依リ研

究 サ レタ、 之 テ線 括 シテ見 ル ト非病 原 性 ノ抗 酸

性 菌 ト云 フモ ノハ大 禮 次 ノ如 キ モ ノデ アル。

(1>殆 ン ド例 外 ナ ク聚 落 ガ著 色 シテ ヰ ル、 コ

レハ殊 二第2代 培 養 ニ テ著 明 デ アル。

(2)温 度 二封 シテ敏感 デナ ィ。

(3)悪 イ生 活條 件 二封 シテ適 合 シテ行 ク、 故

二 輩純 ノ寒 天 ノ如 キ簡 軍 ナ榮 養 ノナ ィ培 地 二封

シテモ ヨク獲 育 スル。

(4)第2代 培 養 ハ結 核 菌 二比 シ非 常 二早 ク登

育 スル。

(5)動 物 試 験 二於 テ ハ全 ク無 害 デ病 慶 ヲ引 キ

起 ス事 ナ ク叉 死 ノ轄 蹄 テ トル檬 ナ事 ハ ナ イ、 余

等 ハ コ ノ非病 原 性 抗 酸 性 菌 ニー致 スル モ ノ テ2

例 分離 シ タ、1例 ハ血 行 性 撒布 型 肺結 核 ノ流 血

中 ヨ リ分 離 サ レ タモ ノデ聚 落 ハ澄 色 デ漁 潤 デ ア

ツ タ。 他 ノ1例 ハ結 核 性 謄 膜 炎患 者 ノ屍 血 中 ヨ

リ得 タモ ノ デ ア ツ テ聚 落 ハ黄 色 デ全 ク水氣 ヲ多

分 二含 ンデ ヰ タ。 是 等 ノ菌 株 テ他 ノ培 地 二移植

ス ル時 ハ2乃 至3日 デ猛 烈 二駿 育 シ普 通 ノ寒 天

ニ モ ヨ ク登 育 シ久 又 室 温 ニ テ モ同檬 ニ ヨ ク襲

育 シタ、 コ ノ2菌 株 ハ海演 二封 ス ル毒 カ バ全 然

鋏 ケ テ ヰ タ ガ前者 ノ患 者 カ ラ ハ喀 庚 ヨ リ後 者 ノ

患 者 ヨ リハ脊髄 液 ヨ リ夫 々 定型 的 ノ結 核 菌 テ詮

明 シタ恐 ラ クハ 是等 ノ非 病 原 性 ノ抗 酸 性 菌 ハ無

害 二盟 中 二循 環 シテ居 ル モ ノガ偶 然 培 養 操 作 中

混 入 シタモ ノデ ア ラ ウ。 故 二此 ノ菌 株 ハ全 ク除

外 ス ル事 ニ シ久 其 他 ノモ ノハ培 養 上 ハ全 ク結

核 ニー 致 スル モ ノ デ アル ガ病 原 性 、 非 病原 性 ヲ

決 定 スル ニ最 モ正確 ナ モ ノハ動物 實験 デ アル事

ハ何 人 モ認 メル所 デ アル。 依 ツテ余 等 ハ得 タ菌

株 ヲ海 瞑 二植 工果 シテ結 核 菌 ナ リヤ否 ヤ テ決 定

シ ヤ ウ トシ タ。 余等 ハ 是等 ノ得 タ菌 株 ラHohn

ノ重音地 二植 工更 ヘ テ ソ ノ4週 間 登 育 ノモ ノテ ト

リ生 理 的 盒盤 水 ニ テ乳剤 テ ツ ク リ種 々 ノ菌 量 テ

海 猿 ノ右 ノ鼠躍 部 ノ皮 下 二 注 射 シ タ。 海猿 ハ

2609ヨ リ5009マ デ ノ種 々 ノモ ノヲ 用 ヰ 久

而 シテ1週 間 毎 二禮 重 テ測 定 シ死 亡 叉 ハ屠 殺 シ

タル時 ハ注 射部 位 ノ腹膜 、 鼠 践腺 、腸 間膜 腺 、腋

窩 腺 、頸 腺、 肺 門淋 巴腺 、 脾 臓 、 肝 臓 、 肺臓 等

ラ肉 眼 的 二検 査 シ注 射部 位 、 淋 巴腺 、 脾 臓、 肝

臓 ノー部 ヨ リハ10%ノ 硫 酸 ニ テ 虜 置 シテ 培 養

テ行 ヒ、 残 部 ハ他 ノ器 管 ト共 二組 織學 的 ノ検 索

二用 ヒタ。 又4週 間 以 上 生存 シタル モ ノニ ツ4

テ菖 「ツベ ル ク リ ンJテ5倍 二薄 メ テ0・lccm宛
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Mantoux-Mendelノ 方 法 二 依 リ腹 部 ノ皮 内 二 績 ノ3瓢 ヨ リ見 テ之 ラ大 盤 弱 毒 菌 ト強 姦 菌 トニ

注 射 シテ24時 間後 検 査 シタ。 今 余 等 ノ得 タ 菌 分 チ得 ル。 弱 毒 菌 ノ成 績 ヲ示 セバ次 ノ如 クデ ア

ニ就 イ テMantoux氏 反 応 r解 剖 所 見、培 養 成 ル。

:第2表 海狸 二野 スル流血 中 ヨリ得 タ1レ結核菌 ノ毒力試験(弱 毒菌株 ノ例)

番號 菌 株 診 断 年代菌量
mg 塵9 叢 解 剖 所 見 陪 養 成 績生存期間

i超鞭 亡臓 巴圃 肝臓隙羅 醐 脾胸 膜羅
1 {初感染+鰭

淋 巴腺結核
…

3
5

5

1/1。

111。。
一,

V三〇

Il;。。

一
】/10

vloo
一 ♂

V1◎

毒15。一
Vlo

Vlo◎一
筆ムo

一 「

v16
-

vlo

一 肩

1緬

280

鋤

430・ 十
十 写

一

二
一

二
十
二

=

=

子
=
一

=
一

=

=
一

十

=

三
二

一 一

=

壬

三
一

一十
十
十一

士

二
一

二
十
二

=

十

1十

十
什

♂9歳 lll難ll魏

魏2

i

i課離巖 管
2

4

4

一
220

370

390

一

=
一

一

=
一

一

=

二
什
骨

一

=

二
十
二

=

=
一

38

灘/♀21歳

3 血行撒布+眼
結核

5

5一

§

撚1器
280

290
-

147

200
-

ll8
-

290

-

290

-

270

　

脚
一

230

十
十

}
什
二

=

;皐23歳

4 血行撒布

一
16260

16280 一

一
一

二
十
十一 一

一

一

一

一

}

一

一

十

十

十

一

=♂34歳

5
}初感染+気 管

♀ 蠣i枝 淋巴腺結核
3

5

35

51(殺)

330

350

360

　

330

-

340

325

-

260【

十
十{

一

十

十一

一

『

十
一

十

士

一

一

二
一

一

一

一

十

十一

一

十

十

十

十

十
十

6 初感染 2

　

5

76(殺) 一

一

一

一

一1

一

　

一

一

♂27歳

7 重症肺結核 113(殺)

一

一

一
一
一

二
一

}

一

一

十
一

十
一
一
一

十

一一

一 r闘■r直,

一

唱

♂18歳

8 血行撒布 2

-

3

-

3

56(殺) 十

一

一

一

一

}

一

一

一

♂21歳i

9
i

腎臓結核 66(殺)

一 一一

『

一

一

十

一

一

一

十

_一

一

一

十

一

舎19歳

10 月日鳥 羅罐 門
一

∀10 54(殺)

一

十

一

十

一

一 十

郎チ流血中及屍禮血液中ヨリ得 タ75菌 株中10

菌株ハ弱毒 ノモノデアル。其 ノ中、一 菌、

一 菌、■ 菌、一 菌、 ・

■菌 ノ5例 ハMantoux氏 反慮 ハ常二陰性テ示

シタ。而 シテ是等 ノ菌 テ接種 シタ海狸ハ解剖所

見ハ肉眼的二八全ク正常 ニテ培養成績モ■

■ 菌 ノ淋巴腺 ラ除 イテ ハ何 レモ陰性 ラ示 シ

タ。又顯微鏡的所見モ僅少 ノ結核 ニ一致 スル實

質性 ノ慶化ラ示 シテヰルニ過 ギナカッタ。以上

ノ5例 ラ除 ク他 ノ5例 ハ何 レモMantoux氏 皮

内反磨ハ陽性テ示 シタが肉眼的所見ハ殆 ンド正

常 デアルカ、所見ガアツテモ全 ク僅少 デ軍二注

射部位或ハ近接 ノ淋巴腺が肥大 シテヰルニ過ギ

ナカツタ。又脾臓及肝臓 二攣化ハアルニハアル

が病眼的ニハ見遙 ス檬ナ僅少 ノ慶化二過 ギナカ

ツタ。培養成績モ上表呈示 シタ如クー 菌

及 ピー 菌 テ除 イテハ淋巴腺 脾臓、肝

臓、注射部位 ト全部 二陽性 ヲ示 シタモノハナク

賜姓テ示 シタモノニ於 テモ聚落ハ非常二少ナカ

ツタ。 コノ10例 ノ弱毒菌 ノ臨休的診断 ラ見ル

ト初感染5例 此 ノ中淋巴腺結核4例 、淋巴腺腫

脹 ノ謹明セラレヌモi/1例 、血行撒布型肺結核

3例 、腎臓結核、重症肺結核各1例 デアル。特 二

興味アル事ハ初感染或 ハ淋巴腺結核 ノ如 キ初感

染 二近 キ結核二於 テ屡 ≧弱毒菌 ラ登見 シタ事 デ

アル。今迄結核 ノ型或 ハ豫後 ト菌 ノ毒力 トノ間

二關係ハナイト信ゼラレテ居ツタガコレハ立派

ナ結核ニナツタ患者カラ分離 シタ菌株 テ以テ ノ

議論 デアル。余等 ノ如 ク結核 ノ初期 二於 テ分離

シタ菌株 テ以テシタナラバ結核 ノ型及 ビ豫後 ト

菌 ノ毒力 トノ間ニハ密接ナ關係 テ褒見スル事 が

出來ル ノデハナカラウカ ト考ヘテヰル。

以上10例 ノ弱毒菌 テ除ク他 ノ65例 ノ菌株ハ何

レモ皆Mantoux氏 反慮が強陽性デ注射部位ハ
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何 レモ皆壊死二陥 リソノ部 ノ膿塊 ラZiehl-Nee-

lsenノ 方法デ染色 シテ見ル ト澤山 ノ結核菌ガ読

明サレタモノノミデアル。且近接 ノ淋巴腺ハ勿

論、腸間膜腺、腋窩腺ガ皆腫大 シ多撒 ノ結節テ

作 リ乾酪性攣化ヲ示 シテヰル モ ノモ多撒 アツ

タ。叉脾臓 ハ何 レモ2倍 大、3倍 大 二肥大 シ結

節ガ激多 ク見 ラレ肝臓 モ同様 二大小多藪 ノ結節

ガ見 ラレタ。 叉肺臓 二慶化 ノアツタモノ14例

アリ2例 ハ肋腹膜炎 テ合併 シテヰタ。叉培養ニ

ヨツテ何 レモ淋巴腺、脾臓、肝臓、注射部位 ヨ

リハ澤山ノ聚落 力鐙 明サ レタ。叉組織學的ニハ

何 レモ皆高度 ノ結核 ニー致 スル實質的 ノ攣化ヲ

示 シテヰタヨツテ是等65例 ノ菌株ハ強毒菌デ

アル事 ガ解ル。

5.菌 血症FX線 爲 眞像及 ビ合併症

先 ヅ第一二肺結核 ノ分類二從 ツテ各 ≧検査 シタ (3)肋 腹膜炎及腹膜炎

患者 ノX爲 眞像 テ見ヤウ。

第3表 菌血症 トX線 爲眞像及合併 症1、1)

(1>初 感染

診
噺

腕 像
初感染

氣管枝及
氣管淋巴
腺結核

総 計

受養i難受養1受貰受養i懸
殆 ソ ド正 常 ナ ♪レモ ノ 16 2 里

16
-

6
-

1
-

2
-

41

ヱ
3

一
肺 門渡潤 ノアルモ ノ 12 0

-

0

生

10生

ガ

3

腺腫大 ノ明瞭 ノモ ノ 2
-

1

一

璽球性渡潤 ノアルモノ

一
〇

一

縦 隔膜炎 ノアルモノ

一
1 了

総 計 31 2 10 4

一
6

〈2>肋 膜炎

型

X線
霧眞像

滲出性 癒著性 鰭 性 騰 計
{

難騰難i受貰焚貧i受笥難騰
殆 ソ ド正常 ノ
モ ノ

3
一 　

11

㎝
1

-

18
-

20

0
-

0
『

0

三

⊥
10

-

6

』
〇

一

9
一一

三
1

-

-

18

d13:

ry隔 二
1-一 『「-

012

___.1____

:穫潤 ノ アル モ

ヒ..____硬
牝 病 竃 アル

モ'ノ

滲出液 ノ陰影
ノ ミ ノ モ ノ

一一

〇
一一

〇

〇
一一 一一 品剛一

… 濡

一{一

一 一 一

一 一

18

{一 一 一

〇44
-}

血 行撤布 ノ痕
跡 ノアルモ ノ

美麗ナ血 行撤布
ノアルモノ

4
-

2

黛

9
2

-←

20

1i
　} 1-

Oi5!

___」_.___

口41

■諦 す
窺 眞 ヲ撮 ラナ
カ ツ タ モ ノ

総 計

1_

159

診
＼ 噺 肋 腹 膜 炎

叢 蚕＼難i合 併症騰
0

正

ノ

ド

モ

ソ

ノ

殆
常

轡獺
'潤 ノ ア

ノレモ ノ

行

ア

血

ノ
ノ

イ
布

モ

古
撒

ル

血

ノ
ノ

ナ
布

モ

麗
撤

ル

美
行

ア

総、 計

1・{

;

貧血症1
脊椎 「カ
リエス」1

精紳病1

0
0
』1

9
酌
」-

炎
驚

舷

膜
結
椎

エ
睾

肋
腸
脊

り
副

ー19

雨側9

片側4

46

(膝關節炎)1
滲出液1

硬化病 竈1

〇

一
〇

門0

7
纈

0

T

腹膜炎

検査陽性
人員人員
1

2

T

τ

総 計

難i受貰
0

11

1

3

可0

T

1

了

4
}

50

0

0

0

0

8

AU

一

〇〇

〈4)腎 生殖器結核及關節結核、結核性

鵬膜炎、頸及腋窩淋巴腺結核

初感染31例 ノ中殆 ンド慶化ガナカッタモノハ

拓 例 デアル.コ ノ中2例 二陽牲成績 ラ得 テヰ

ル.叉 初感染後極 メテ早 イ時期 二轄移 シテ生 ズ

一
診

噺

X線
鴇翼像 ＼

殆 ソ ド正 常 ノ
モ ノ

肺尖結核 ノァ
ル モ ノ

淋 巴腺腫大 セ
ル モ ノ
…}一 一一

古イ石灰化竈
ノ ア ル モ ノ

鴇 眞 ヲ トラナ
イ モ ノー 一一一

美麗ナ血行撒
布 ノ ア7レ モ ノ

総 計

泌尿生殖
器結核 關節結核

性
員

陵査
員

陵性員
楡
人

2

一
1

一
1

一

ー

一
〇2

}
1

一"6L　

1

9幽 了

結核性鵬膜炎

懸 人獣 萱
9

{
-

一
〇

一
〇

0

1

2・2

編 一　 『』 「

221011
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美麗 ナ血 行撒布 ノアル
、

噛

駒

4

も

一

合併症或ハX線 窩奥像
L騨 一 一 一 棚 点一 一 ____鷹

脊 椎 炎 及 妊 娠
・腎臓結核 及頸淋巴腺結核

≧腸 結 核
へ_

腎 臓 炎
『

左 側 湯 性 胸 膜 炎

。喉 頭 結 核
陥

旙 結 節

脊 椎 「カ リ エ ス 」
　

・特 別 ノ合 併 症 ナ キ モ ノ

1総 『訂

検査

人 員

1

2

1

1

1

6

1

2

21

菌血症 トX線 爲 眞像及合併 症(∬)

5)血 行 撒 布

血行撒布 が一部分 力或 ハ星
状 ヲ呈 シテヰルモ ノ

難 合併戯 一x線獺 像

2i氣 管 枝 淋 巴腺結 核1

_IL喉 頭 結
0

【
0

一
〇

騨
6

一
1

一
〇

一
9

36117

懸

2
一2

璽

核
脊 椎 「カ リ エ ス」

浸 潤

肺 尖 結 核

腎 臓 結 核

妊 娠

合 併 症 ノ ナ キ モ ノ

総} 計

-

一
-

馳
墨
-
0

〇

一
-

1」L
-

園
-

13

万

4五

一
AU

1

τ

血 行;散布 ノ美麗 ナ ラザ1レモ ノ

合併症或ハX線 窺旗像

腸 結 核

網 膜 出 血

脈 絡 膜 二 於 ケ ル結 節

脊 椎 「カ リ エ ス」

小 浸 潤 ア ル モ ノ

硬 化 病 竃

其他合併症 ノ ナ キ モ ノ

關 節 結 核

中 耳 炎

総 計

性
員授査

負
検
人

-
丁

-

一-

-

τ
ワ
障

2

2

一
14

1

了

万

-

輔
AU

0

0

繍
AU

0

lX線 窩眞
像或ハ合併症

(6)重 症肺結核

浄ご側 ガ乾酪性 ノモ ノ

ノ
)

モ
結
例

頭

3

ル
喉

ノ

ア

ニ
モ

乙
中

ル

ノ
ア

洞

コ
核

空

-
＼

頸 淋 巴 腺 結 核

其 τ
総 計

0

1重症肺

結 核

中等度
及輕症 早期浸潤
肺結核

査
負

旋性員隠査員
検
人

23

45

了
T

薔

11

て
マ
τ 338

難難1難

一一!

Oi70 下

ル淋 巴腺 結 核 即 チ副氣 管 及 ビ副 氣 管 枝 淋 巴腺 結

核 ノ如 キモ ノニ 於 テハ10例 中 壬例 二 陽 性 デ ア

ル。 依 ツ テ結 該 ノ非 常 二早 イ時期 デX爲 眞 像 二

何 モ攣 化 ナ ク 理 學 的所 見 モ全 クナ イモ ノニ 於

テ或 ハ腺 結 核 ノ如 キ非 常 二早 イ時期 二初 感 染 病

'竈又 ハ ソ レ
ニ相 當 シ タ淋 巴 腺病 竈 寧 リ盛 ンニ血

中 二結 核 菌 ガ途 ラ レル事 ガ解 ル、之 ハL6wen-

£tein働 ノ意 見 ニー 致 ス ル、 併 シ此 ノ場 合 直 チ

ニ粟 粒 結 核 テ引 キ起 スモ ノ ヂナ ク叉 常 二肺 二病

竈 テ作 ルモ ノデモ ナ ィガ屡 丸肺 二粟 粒 結 核 ト同

様 ナ像 テ呈 スル、 併 シコ ノ時 デ モ粟 粒 結 核 ノ症

欺 テ起 サナ ィ、 コ ノffa行撒 布型 肺 結 核 テ余 等 ハ

美 麗 ナWt行 撒 布 ノ像 ノ アル モ ノ

Jlll行撒布 が 一部 分 力或 ハ星 駄 テ呈 シテ

居 ル モ ノ

冠皿行 撒 布 ノ美麗 デ ナ イモ ノ

3

)

)

-
鳳

O
編

(

-
、

,(x,》

ノ3ツ ニ分 クテ検 査 シテ見 タ。 美麗 ナ血 行 撒 布

ノ アルモ ノヨ リハ36例 中17例 二陽 性 テ示 シ、

血行 撒布 ガー 部 分 力或 ハ星駄 テ呈 シテヰ ルモ ノ

ヨ リハ22例 中5例 二 陽 性 デ 血 行 撒 布 ノ美 麗 ナ

ラザル モ ノ ヨ リハ%例 中3例 二 陽性 テ 示 シテ

ヰ タ。 而 シテ此 ノ3例 ハ皆 肺外 ノ臓 器結 核 テ有

スル モ ノ ・ ミデ ア ツ タ,即 チ5例 ハ腸 結 核 テ、

1例 ハ網 膜 出tiEテ、1例 ハ脈 絡 膜 結 節 ラ合 併 シ

テヰ ル モ ノデ ア ッ タ。 叉 此 ノ時期 ノ轄 移 二依 リ

テ生 ズル泌 尿 生殖 器 結 核 ハ20例 中5例 二、關 節

結 核 ハ9例 中1例 二陽 性 テ示 シテヰ ル。 頸 及 腋

窩 淋 巴腺 結 核 ハ10例 中1例 二 陽 性 テ 示 シタ。

是 等 ハ何 レモX爲 眞像=ヨ リ肺 二攣 化 ノナ カ ツ

タモ ノ ・ ミデ アル。次 二結 核初 感 染 二近 イモ ノ

ノ現 ハ レデ アル ト信 ゼ ラ レテ ヰ ル肋 膜 炎 ト腹 膜

炎 トニ ツ イテ見 ル ト先 ヅ肋膜 炎 二於 テハ132例

培 養 テ試 ミタガ何 レモ皆陰 性 二終 ツ タ。 余等 ハ

今 マ デ肋膜 炎 ノ大 部 分 ハ血 行 性 二來 ルモ ノデ ア

ル ト考 ヘ テヰ タ が若 シコ レガ眞 デ アル トシ タナ

ラ肋膜 炎 ノ患 者 ヨ リハ屡 副 且中 二結 核 菌 ガ讃 明

サ レテ モ ヨ ィ澤 デ アル、 此 ノ場 合何 故菌 血正症 ガ

起 ラナ ィ ノデ アル カ、 余等 ハ種 々此 ノ間題 ラ研

究 シタ結 果肋 膜 炎 ハ淋 巴性 二來 ル モ ノガ多 ク、

而 シテ其 ノ後 血 行 撒 布 ガ現 ハ レ外 シテ モ滲 出

液 ガ溜 レバ抗 禮 ガ掴 艦 二多撒 生 ジ結 核 菌 ノ嚢 育

テ附ILス ル モ ノデ ア ラウ ト考 ヘ タ方 ガ至 常 デ ア
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ル ト信 ズル、故 二肋膜炎ハ寧 ロ結核性疾患 二封

スルー一防壁 デアル ト考ヘ ラレル、之二反 シテ血

行性二來ル肋膜炎ハ多 クハ腹膜炎テ俘 フモ ノデ

ソレガ郎チ肋腹膜炎デアル。 此 ノ場合ハ50例

申8例 二陽性 デアル。而 シテ此 ノ8例 ノX爲 眞

像 テ見ル ト何 レモ美麗 ナ血行撒布 ノ像 ガアリX

爲眞像ノ正常 ノモノ及 ビ古イ血行撒布 ノ像 ノア

ルモ ノハ皆陰性 テ示 シタ。

以上 ノ血行撒布型肺結核、肺外臓雛結核、肋膜

炎、肋腹膜炎ノ検査ニヨツテX爲 眞像二於テ美

麗ナ血行撒布 ノ像 アルモノヨリハ屡 丸菌血症ガ

詮明サ レ、タ トへX爲 眞像 ガ正常デァツテモ肺

外臓器結核 ガァレバ其 ノ病竃 ヨリ屡 く血中二結

核菌 ガ逡 ラレル事 ガ解 ル。之二就 イテハ今迄 ノ

學者 ガ此 ノ時期 二血行韓移ガ多 イト唱ヘタ事ニ

ヨクー致 シテヰル。 次 二91例 ノ早期浸潤33&

例 ノ輕症及 ビ中等度重症肺結核ハ全部陰姓テ示

シタ。之恐 ラクハ前者ハ浸潤姓 ノモノヨリ血行

韓移スル事 ガ少 イ事 テ曙示 シ、後者ハ冤疫 ノ完

成ニヨルモノデアラウ。叉拶膜炎、粟粒結核及 ビ

末期 ノ重症結核 二於 テハ菌血症ガ屋 、詮明セラ

レル事ハ昔ヨリ周知 ノ事實 デアルガ余等 ノ例二

於 テモ畷膜炎ハ2例 共二陽性ヲ示 シ重症患者ハ

56例 中15例 二陽性テ示 シ肺結核患者 ノ死後可
爵

及 的 二早 ク心臓 穿 刺 ニ ヨツ テ 得 タ 血 液 ヨ リ 八

17例 中13例 二陽姓 ノ結 果 テ得 タ。

6 ,菌 血症 卜「7レ ルギ馴

余 等 ハ禮 液 「ア レル ギーj5シ テ血 液 ノ補艦 結 合

反 慮 テ 皮 膚 ノrア レル ギー」ト シ テMantoux。

Mendelノ 皮 内反 慮 ラ施 行 シ タ。 此 ノ雨 反磨 ハ

必 ズ シモ李 行 スル モ ノデ ハ ナ ィガ何 レモ皆 ソ ノ

個 罷 「ア レル ギー'」ノ清 長 テ示 スー標 準 タ リ得 ル

モ ノ デ アル。 余等 ハ比 較 的 検 査 シ タ人 ノ多 カ ツ
'
タ初 感 蜘 淋 巴腺 結 核 、 肋 腹膜 炎、 血 行 撒布 型

肺 結 核 、 重 症 肺 結 核 二就 イ▲テ検 査 シ果 シテ菌 血

症 ト「ア レル ギー」トノ間 ニハ 如何 ナル 關係 ガ ア

ル カ テ詳 ニ シヤ ウ。余 等 ハ此 ノ場 合 全 部 培 養 陰

性 テ示 シ タ肋 膜 炎 、 早 期浸 潤 、 輕 症 及 ビ中等 度

重 症 肺 結 核及 ビ比 較 的 少敏 デ ァ ツ タ肺 外 臓 器結

核及 ピ結 核 性畷 膜 炎 ノ場 合 ハ之 テ除 外 シ タ。 前

記 ノ検 査 セ ル諸 型 二於 テモ反 慮 ノ検 査 テ シナ カ

ツ タ患者 ハ全 部 除 外 シタ。 叉 同一 人 二就 キ爾 反
も

慮 テ同時 二施行 シタモノガ大部分デアルガー方

ノ反慮 テ施行 シテー方 ノ反慮テ施行 シナカッタ

患者モアル故 コレモ除外 シタ。 ソノ成績 テ次 二

示セバ第4表 ノ如 クデァル。

先ヅ第一二補艦結合反慮 ヨリ見 ル時 ハ初感染

31例 中2例 ガ培養陽性デアリ、此 ノ2例 ハ皆補

艦結合反慮陰性 デ アル、叉肺門淋巴腺結核10

例中4例 培養陽性、4例 ハ反慮陰性デアル、血

行 撒 布型 肺 結 核 二於 テ モ 培 養 陽 姓 者24例 中12'

例 ハ反 慮 陰 性 、10例 ハ陽 性(十 〉、2例 ノ ミガ(井)1

デ アル。 又 重 症 肺 結 核 二於 テハ54例 中14例a

培 養 陽 姓 デ アル ガ]0例 反 慮(一)デ アル。 此 丁

場 合 ノ(一〉ハ勿論 清極 姓 「アネ ル ギー 」デ アル、

3例 ハ(十)、1例 ノ こガ(什)デ アル。 之 テ全 騰

ト シテ李 均 シテ 見 ル ト反 慮(一)ヨ リハ26.3%。

(+)ヨ リモ28・4%ノ 陽 性 卒 テ 示 シ(赫〉ヨ リ八

14例 中3例 二陽 性 デ アル、(柵 〉及 ビ(柵 〉ヨ リハ

1例 モ菌 血症 ラ謹 明 スル事 ハ出 來 ナ カ ッタ。

次 二Mantoux皮 内反 慮 二就 イテ見 ル ト培 養

陽性 テ示 シタ2例 ノ初 感 染 ハ皆 反慮(-1ノ モ ノ

バ デ アル、 淋 巴腺 腫 脹 ノ アル初 感染 二於 ケル

培 養 陽 性 者4例 ノ中1例 ハ(+)、3例 ハ(昔)デ

アル。 肋 腹 膜 炎8例 ノ培 養 陽 性者 中2例 ハ反 鷹

(一)、2例 ハ(十 〉、4例 ハ 僻 〉デ アル。 血 行 撒

布 型 肺 結 核 二於 テ ハ24例 ノ培 養 陽 性 者 中5例1

ハ反 慮(一)、8例 ハ(十)、11例 ハ(井)デ アル。

重 症 肺 結 核 二 於 テモ 培 養 陽 性者14例 中5例 ハ・

反 慮(-1、7例 ハ(十)i2例 ハ(")デ アル、 之、

テ全罷 ト シテ 見 ル ト(一)ヨ リハ30.9%二(十 〉

ヨ リノ、25・7%a(望Hg)ヨ リノ、20.8%二 陽1選…率 ヲ

得 テ ヰ ル、 而 シテ(耕)及 ピ1柵 〉ヨ リハ1例 モiHilk
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第4表 菌血 症 ト「ア レル ギー」

診 断 嘱暫
＼訳 補 禮 結 合 反 慮

＼之 冊1帯 同+

マ ソ トウ,鹿皮 内 反 慮

冊圃 什国 一

初

感

染

「レ」線像 二著 シキ饗化

ナキモ ノ(肺門周 園炎) 雛炎量
陽性率%

{8 8
0

-

8
0一

若
〇一

ま
〇一

§
0

1き

0

8
0

-

8
0

-

1

0

0

言
0

-

8
0一
11

10.0

2

7.1-
1象

40.0

280

0

0
-i-

Ol

8
-

8
0

-

0

8一

δ
0一

δ
0

0層

0

0

1

0

0一

ま
0

5

8
18
0

16

2

12.5
㎝

肺門淋巴腺腫脹
検査人員 、
陽性人員
陽性率%、

§
42.8
-

20

4

20.0

窒
25.0
-

11
15.3

2

8

肋 腹 膜 炎
検査人員
陽性人員
陽性率%

0
}

8
0}

乙
〇一

8
0

一31
18.1
-

46

12

26.0{

器
83.3-
1§象

26.4

11
18.1

血 行 撒 布
検査人員
陽性人員
陽性率%

一
6

2

33.3
-

1
14.3-
1象

21.4

一

器
41.7

8
0

-

8
0

笠
26.8

2魯

33.3

8

5

62.5

重 症 肺 結 核
検査人員
陽性人員
陽性奉%

㎝
11

18.7

我
26.4

2塁

8.7

1号

36.8

奪
100.0

総 計
検査人員
陽性人員
陽性李%

1δ

10一

;18
{0

15

8
箋1

20.8

19
25.71

艦
33.4

テヰ ナ ィr之 テ見 ル ト=補艦 結 合反 磨 ノ場 合 ト同

様 二反 慮 ガ(一 〉ノモ ノカ、 弱 陽 牲 ノモ ノニ於 テ

ノ ミ菌 血 症 が謹 明 サ レ強 度 二作 用 ス ル モ ノ ヨ リ

ハ1例 ノ例 外 テ除 イ テハ皆 培 養 陰 性 デ ア ツタ。

以 上 雨皮 磨冴 綜 合 的 二観 察 スル 時 ハ菌 血 症 ト個

腸 内 ノ流 燈 ノ清長 トノ間 ニ ハ密 接 ナ関 係 ガ ア ツ

第5表

、テ抗罷 ノ猛烈 二存 スル時ハ決 シテ菌血症 が起 ル

モノデハナク抗禮 ノ減少二於 テノL血 申二結核

菌が移行 スルモノデアル ト云 フ事 が判ル。

最後二同一重症肺結核患者 二於 テ長期間反復培

養 シタ成績 テ示 サウ。

第1例 ハ補鵠結合反慮(冊)ヨ リ(晋)二皮内反慮

患 者 長 期 観 察 初

審號 患者氏名 診 断 培養期 日
ノ間隔

培養
同轍

培養
成績

1

騰 疲弊

赤沈
速度
mm
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23×17ヨ リ10×5ニ ナ ツ タ トキ 即 チ 抗 禮 ノ減

少 ト共 二菌 血 症 ノ説 明 サ レタ例 デ其 ノ後15日 、

叉 ソ ノ後 ノ 日 ト期 間 ラ オ イ テ培 養 テ行 ツ タが全

部 陰 性 テ示 シ、 死 後 ノ培 養 二依 ツ テ叉 陽 性 チ示

シタ例 デ ア ル。 第2例 ハ 消極 性 「アネ ル ギー が

現 ハ レ テ カ ラ45日 後 即 チ 死 亡 ノ 丁度1日 前 二

初 メ テ陽 性 ノ成 績 テ得 タ例 デ之 モ死 後 血液 ノ培

養 ニ ヨ ツ テ菌 血 症 テ謹 明 シタ。 第3例 ハ以 前 二

3同 培 養 テ行 ツ タ が 全 部 陰 性 、補 禮 結 合 反 慮

←冊)ヨ リ(+)Mantoux氏 皮 内反 慮 ハ20×10

ヨ リ2×2ト ナ ツ テ後2日 目 二培 養 陽 性 テ示 シ

タ例 デ アル。 第4例 、 第5例 、 第6例 モ皆 消極

牲 「アネ ル ギ ー」或 ハ抗 需 ノ減 少 ト:共二菌 血 症 ノ

讃 明 サ レタ例 デ アル、 第7例 ハ補 髄 結 合反 磨 陰

性 ノ間 二菌 血 症 が澄 明 サ レ後 二謹 明 サ レナ クナ

リ患 者 ハ恢 復 シテ補 膿 結 合 反 癒 モ出 現 シ タ。 最

後 ノ例 ハ生前 ハ抗 盟 ノ生 成 が盛 ンデ ア ツタ爲 二

常 二培 養 陰 性 ラ示 シ死 後 初 メ テ菌 血 症 ノ説 明 サ

レ タ例 デ アル。

以 上 ノ諸 例 ラ見 ル ト消極 性 「アネ ル ギー 」二於 テ

サ へ必 ズ シモ常 二菌 血症 ガ ア ル モ ノデハ ナ ィ、

唯 説 明 サ レル可能 性 が多 イ ト云 フ ニ過 ギ ナ ィt

之 テ見 テモ結 核 菌 ハ抗 罷 ノ減 少 シ タ時或 ハ消極

的 「アネ ル ギー 」二於 テ豊 作 的 二、血中 二移行 スル

モ ノデ アル ト云 フ:事が判 ル。

7結 論

・〈1)結 核ハ慢性 ノ菌血症デハナク結核二於 ケ

ル菌血症ハ叢作的二起 ルモノデアル。

(2>初 感染、淋巴腺結核 ノ如キ結核 ノ初期 二

菌 血症ヲ屋 ≧識明スル。

(3>肋 膜炎、早期浸潤、軽症及中等度重症肺

結核二於 テハ菌血症ハナィ。

.(4)肺 ノX窮 眞像二綺麗ナ血行撒布 ノアルモ

ノヨリハ屡 ≧菌1血症 テ謹明 シ又肺 ノX爲 眞が殆

ンド正常 ノモノデモ肺外 ノ臓器結核 ガ ア レバ

屡y菌 血症 が起ル。

(5)重 症肺結核患者 ノ末期、結核性脳膜炎二

於 テハ非常二屡 丸菌血症 テ謹明ス。

(6>補 膿結合反感及ピMantoux皮 内腹癒 ノ

陰性 ノモノカ弱陽性 ノモ ノニ於 テバ 菌血症 ガ
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起 リ是等 ノ反 慮 ガ彊 度 二現 バ レル時 ハ菌血 症 ハ

ナ ィ。

本研究二封 スル費用 ノー部ハ齋藤報恩會 ノ補

助 ヲ受 グ弦二謝意 テ表 ス。 熊谷岱藏
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